一 度 は 乗り た い 観 光 列 車 「 花嫁 の れん 」、|「 或 る 列車 」、 お と な び ・ ジ パン グ 倶 楽 部 厳選 の ご 和 宿泊 施設 を ご 用 意 
「 ゆ ふい ん の 森 」、 そ し て 「 指宿 の た ま て 箱 」 に 乗車 旅 の 思い 出 に 「 記念 乗車 証 ] を ご 用 意 

定期 運 行 を 行っ て いな い 補 列車 「 カ シオ ペア 直行 」 に 乗車 お 特 物 託送 サー ビス を ご 利用 いた だ け ま す 

鉄道 の 歴 更 、 地 域 の 伝統 文化 に 触れ る 当 ツ アー な ら で は の 行程 中 の 列車 は グリ ー ン 車 を ご 用 意 (一 部 除く ) 
特別 企画 を ご 用 意 


凡 上 凍 ミ 間 お 宿 (10:00 頃 ) 一 一 西 大 山 駅 (JR 日 本 最 南端 の 駅 と し て 知ら れ 「 幸 せ の 黄色 い ポ スト 」 も 設置 の 無人 駅 / 約 15 分 ) 一 一 指宿 二 <D&S 列 車 
還 較 量 週 指宿 の た ま て 箱 > エ エ 鹿 児島 中 央 一 一 名 勝 仙 歳 園 ( 英史 褒 画 通常 非 公開 の 「 姫 之 間 」 の 見 学 と 昼食 / 約 120 分 ) 王 一 鹿児島 中 央 二 
旧 較 較 間 エニー 脱 さ くら 号 - 普 通 車 指定 席 >〒ーm 新 大阪 誤 < 全 こ だ ま グ リー ン 車 > 二 京 都 (19:00 こ 20:00 着 ) 


未 


観光 赤 文 字 / 入 場 又は 乗り 物 観光 坪 列 車 王 バス …ー 補 ご て フ ェ リ ー … 徒歩 
月 軒 京都 駅 11:00 頃 集合 く 麗 風 ラウ ンジ に て 京都 鉄道 博物 館 職員 に よる 鉄道 150 年 の 歴史 に つい て の 説明 会 / 約 30 分 > 加 
位 吉 都 (12.00-13:00 発 ) 志 < 央 サン ダー バー ド 中 グリ ー ン 車 > 金沢 一 和倉 温 泉 ( 泊 ) (17:20 頃 ) 
5 計 間 誠信 則 能 登 半島 の 伝統 芸能 御 陣 乗 太鼓 を 貸切 鑑 連 ゆあ 
川 朝 
本 間 お 宿 (10:30 頃 ) 一 花嫁 の れん 館 ( 約 20 分 ) … 一 本 杉 通り (有形 文化 財 に 登録 され て いる 町 屋 や 茶屋 が 立ち 並ぶ 風情 ある 通り を 各自 散策 / | | 東京 
較 930 分 ) … 七 性 < 観光 列車 花 胡 の れ だ (1830 生 信 業 の 老 舘 料亭 「 大 友 楼 」 の 弁当 の 昼食 )>= 人 金沢 < 人 は く た か - 普 通 車 指定 席 > | 囲 | ステ ーション 
内 詳 東京 東京 ( 泊 ) (17:15 頃 ) < 伝統 と 格式 の ある クラ シッ ク ホ テル の 館内 ツア ー へ ご 案内 > 中 
1 団 ベー 
間谷 (9.50 頃 ) 東京 駅 ( 且 東京 駅 の 復元 に 携わっ た 元 建築 会 社 社員 に よる 東京 駅 ガイ ド ツア ー へ ご 案内 / 約 90 分 ) 一 都内 昼食 | = ] ンー 
上 較 (060 分 ) 一 上 野地 < 寝台 列車 カシ オペ ア 紀 行 >< ま 〒 車 中 ( 泊 ) < ど 夕 人 廊 は カシ オペ アス ペ シ ャ ル 弁当 を ご 用 意 > ーー 
誤 革 
人 間 一 世 四 (7:3O 頃 ) 一 七 岡 つなぎ 温泉 「 ホ テル 紫苑 」 ( 平 交 時 代 未 期 に 発見 され 、 美 人 の 湯 と いわ れる 、 つ な ぎ 温泉 で 入浴 と 、 岩 手 の 恵 み を | 時 Pe 
2 識 た っ ぷり と 感じ る 和洋 バイ キン グ の 朝食 / 約 120 分 ) 一 盛岡 本 < 倒 は や ぶさ - 普 通 車 指定 席 >= 新 函館 北斗 一 困 館 ( 泊 ) (14:30 頃 ) | 語 殺 ペイ 
旧 議 < チェ ッ ク イ ン 後 、 赤 レン ガ 倉 庫 群 が 建ち 並ぶ 函館 の 街 を 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい 。 夕食 は 自由 食 と な り ます 。> 記 
11 朝 
人間 お 宿 1O:O0 頃 ) 一 新 函館 北斗 呈 く < 全 は や ぶさ 普通 還 指 定席 > 仙台 一 一 瑞 肖 寺 ( 奥 】 達 家 の 成 厳 が 感じ られ る 荘厳 な 造り の | = | 小松 
本 較 若 提 き を 見 学 / 約 60 分 ) 一 松島 温泉 ( 泊 ) (16:00 頃 ) ー | 千早 
月 タ 
11 朝 
人 粒 お 宿 (10:00 頃 ) 一 仙人 台 二 < 全 や ま び と 中 グリ ー ン 車 > 東京 本 < 全 ひ か り グリ ー ン 車 > 丈 岡 一 三保 の 松原 世界 條 産 で あり 、 | 一 
人 間 日 本 三 大 松原 の 一 つ を 見 学 / 約 0 分) 一 静岡 市 内 ( 泊 ) (17:O0 引 革 
の タ 
11 朝 
計 間 お 宿 (9.00 頃 ) 一 静岡 本 < 開 ひ か り 率 グ リー ン 車 > 二岡 山喜 く 賠 や くも 京 グリーン 造 温 泉 一 玉造 温泉 ( 泊 ) (17:3O 頃 ) 守 
個 聞 人 較 食 時 、 出 寺 の 伝統 革 能 「 出 昼 楽 」 を 貸切 角 賞 
水 タ 
11 朝 
疹 お 宿 (9:00 頃 ) 一 一 出雲 大 社 (全国 の 八 百 万 (や お よろ ず ) の 神々 が は 縁 結 大 祭 ) に 8 
日 昼食 / 約 180 分 ) 一 一 輔 の 浦 ( 泊 ) (16:30 引 ) ー 
末 夕 
11 朝 
お 宿 (10:OO 頃 ) 一 福山 地 < 識 の ぞ み 氷 グ リー ン 車 > 二岡 山 李 < 賜 し お か ぜ - 普 通 車 指 条 … 鉄 道 歴史 バー ク in SAIJO | 王 
蛋 國 (' 拍 列 鈴 画 元 鉄道 会 社 職員 に よる ご 案内 / 約 60 分 ) 一 道後 温泉 ( 泊 ) (16:00 頃 ) 記 
11 朝 
人 間 お 宿 (9:30 頃 ) 一 < し まな み 海道 > 一 大 島 亀 老 山 展望 台 (瀬戸 内 海 の 多 島 美 を 一 思 / 約 30 分 ) 一 - 大 三島 道 の 駅 多々 羅 し まな み 公 園 | | ホテ ル 
上 呈 (C5 縦 井 の 尽 食 /4960) 一 生 口 島 源 戸 田 溢 ツ と 観光 型 高速 般 SEASPICA( 約 160 分 )… ャ 大 久野 島 ( 野 う さ ぎ が 生息 する 島 を | 同 | グラ ン ヴィ ア 
旧 較 隊 主 衣 和 / 約 30 分 ) ご ーー 大 崎 下島 (御手洗 の 町 並み を 現地 ガイ ド が ご 案内 / 約 60 分 )… ゃ 広島 港 一 広島 市 内 ( 泊 ) (18:40 頃 ) 
情 肖 i 間 お 窒 (9.00 頃 ) 一 津和野 (山陰 の 小 京都 と 呼ば れる 街並み を 散策 / 約 80 分) …… 沙 護 の 木 松 円 亭 (日 本 庭園 を 氷 め な が ら 和食 勝 の 昼食 / | 時 | 
旧 較 攻 K 4960 分 ) 一 区 駅 ( 柚 症 座 画 鉄道 開業 150 年 記念 特別 展示 を 萩 博物 館 の 学芸 員 が ご 案内 / 約 30 分 ) 一 萩 城下 町 (世界 遺産 の 町 並み を | 悦 | 三の丸 | ヽ . 
上 較 詳 較 地 b ガ イド が ご 案内 / 約 60 分 )… 秋 温泉 卿 ( 泊 ) (16:00 頃 ) タ | 北門 屋敷 | 
隊 間 お 守 (8:20 頃 ) 一 新 山口 < 剛 の ぞ み グリ ー ン 車 > 博多 <DSS 列 車 『 或 る 列車 ]/ フ ワー ルド クラ ス の シェ フ が 苔 修 九州 の 厳選 し | 加 所 本 
層 還 た 食材 を 使用 し た コー ス 料 理 > 二 由 布 院 一 < タク シー 一 由布 院 温泉 ( 泊 ) (14:3O 頃 ) | 
上 上 陳 議 < チェ ッ ク イ ン 後 、 金 鱗 湖 や 湯 の 坪 街道 を 各自 ご 自由 に お 過ごし くだ さい > 二 ※※ 
11 朝 必 
間 本 お 容 ⑨00 頃 ) 一列 府 ロー プ ウ ェ イ (見 頃 を 迎え る 紅葉 の 空中 散歩 / 約 60 分 ) 一 一 由布 院 =ー ャ <D&S 列 車 め ぶ いん の 森 > テ ー ム 劉 米 | 指 人 
瞳 攻 草 ご ⑳ さ くら 普通 還 指 定席 > 記 児 島 中 央 一 指宿 温泉 ( 泊 ) (17.00 天 ) ー | 自 水 錠 | 
- 蘭 タ 
四 
必 R 
| 


(まく カ シオ ペア 紀行 に つい て > お 部 屋 タイ プ は 「 カ シオ ペア ッ ツイ ン 」 と な り ま す 。1 階 2 階 車 端 室 の 指定 及び ダイ ニン グ カ ー の 利用 は で きま せん 。 ご 夕食 の スシ ャ ルカ シオ ペア 弁当 は 、 ご 自身 の お 部 屋 で お 肝 し 上 が りく だ さい 。 他 ツア ー の お 客 様 も 乗車 され ま 。 
全車 禁煙 で 、 喫 煙 ス ペー ス は ご ざい ませ ん 。 ま た 、 お 和 荷物 は ご 自身 で お 部 屋 で の 持 込 ・ 管 理 と な り ま す 。 当 運行 日 に つい て は 、 シ ャ ワー カー ド の 販売 は あり ませ ん 。 あ ら か じ め ご 了承 くだ きい 。 翌 日 、 盛 岡 駅 到着 後に 温泉 旅館 に て 温泉 を ご 利用 いた だ け ま す 。 

すべ て の 列車 の 座席 の ご 希望 は お 受け で きま せん 。 ま た 、 他 の お 客 様 と 相席 と な る 場合 が ご ざい ます 。 

ぐ 利 用 バス 会 社 > [1 一 2 日 目 ] 西 日 本 ジェ イア ー ル バス [3 日 目 ] 東京 ヤサカ 観光 バス [4 一 6 日 目 ] 岩 手 県 北 バ ス [4・5 日 目 ] 北海 道 観光 バス [6・7 日 目 ] 伊 豆 箱根 バス [7 一 12 日 目 ] 中 国 ジ ェ イ アー ル バ ス [13 日 目 ] 大 分 バス [13・14 日 目 ] 鹿 児島 交通 観光 

バス 又は 各 エ リア 内 同等 の 会 社 。※4 旧 目 新 函 館 北斗 駅 ー ラ ビス タ 函 館 ベ イ 、5 日 目 ラビ スタ 函館 ベイ ー 新 画 館 北斗 駅 、6 日 目 小松 館 好 風 亭 一 仙台 駅 、7 日 目 日 本 平 ホテ ルー 静岡 駅 、 玉 造 温 泉 駅 一 佳 殿 苑 皆 美 、12 日 目 萩 城 三の丸 北門 屋敷 一 

新山 口 駅 は バス ガイ ド は 同乗 し ませ ん 。※ 貸 切 バス 事業 者 安全 性 評価 認定 制度 (セー フ テ ィ バス )「 三ツ星 」 取 得 の 会 社 (2022 年 7 月 現在 ) く 利用 タク シー 会 社 > [12 日 目 ]. み な と タク シー 又は 同等 の 会 社 。 
く お 和 荷物 託送 サー ビス > ご 自宅 一 7 泊 目 佳 浴 苑 皆 美 、7 泊 目 佳 浴 苑 皆 美 一 ご 自宅 、2 泊 目 東京 ステ テー ショ ン ホ テル 5 泊 目 小松 館 好 風 亭 、13 泊 目指 宿 白水 館 一 ご 自宅 の 計 4 回 ご 利用 いた だ く 予 定 で す 。 

お 荷物 に つい て 。※2.9・11・13H 上 の 一 部 区 間 は 貸切 バス 等 で 手荷物 を 託送 いた し ます 。※ 新 幹線 と 一 部 特急 ・ 在 来 線 乗車 時 は ご 自身 で 車内 へ の 持 込 ・ 管 理 と な り ます 。※ 観 光 列車 や 移動 中 の 観光 な ど 身 軽 で 快適 な 旅 を お 楽 
し みく だ さい 。※ 和 気候 ・ 服 装 ・ 手 荷物 等 の 詳細 は 、 最 終日 程 表 (出発 の ご 案内 ) ま で に 別途 お 知ら せ し ま す 。 


※ 表 紙 の 写真 は 左上 か ら 1970 年 赤レンガ 倉庫 を 行く 蒸気 機関 車 横浜 高島 貨物 線 (XM) 、1958 年 12 月 撮影 特急 [こだま] ( ぐ 交 通 新聞 クリ エイ ト ) 、1972 年 山陽 新幹線 SASEUA 或 る 列車 、 現 在 の 東京 駅 、 下 は 昔 の 東京 駅 (提供 : 東 京 ス テー ショ ン ホ テル ) 、 す べ て イメ ー ジ で す 。 


